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LP339
極低消費電流クワッドコンパレータ

概要概要概要概要

LP339 は、単一電源で動作し、広範囲の電源電圧にわたって
60μA( 代表値 ) の消費電流にて動作する様設計されており、4
つの独立したコンパレータから構成されています。±両電源によ
る動作も可能で、超低消費電流の特長は、電源電圧値とは無
関係に得られます。さらにこのコンパレータは、たとえ単一電源で
動作する場合でも、グラウンドを含めた広い同相範囲を持つこと
を特長とします。

アプリケーションとしては、リミット・コンパレータ、簡単な A/D 変
換回路、パルスまたは方形波および遅延時間発生回路、さらに
各種のマルチバイブレータ、VCO、高電圧ロジックゲートが考えら
れます。 LP339は、CMOSロジックとインタフェースできるよう特別
に配慮されています。 LP339 は消費電流が極めて小さいため、
電池動作回路への応用に非常に有効です。

利点利点利点利点

特長特長特長特長

■ 消費電流が極少であるため電池での動作・応用に最適。

■ 単一電源動作

■ グラウンド近辺の小信号も検出可

■ CMOSロジックにコンパチブル

■ ピン配置は LM339と同一

■ 電源電圧とは関係なく消費電流が極端に小さい
(Typ.値 60μA)。 VS＝＋ 5VDCにて 75μW/コンパレータ

■ 低入力バイアス電流 3nA

■ 低入力オフセット電流 ± 0.5nA

■ 低入力オフセット電圧 ± 2mV

■ 入力同相電圧が広くグラウンドも含む

■ 出力電圧はMOSおよび CMOSロジックとコンパチブル。

■ 出力のシンク電流駆動能力が大きい(VO＝2VDCにて30mA)

■ 電源端子は逆極性電圧に対し保護されている

等価回路およびピン配置図等価回路およびピン配置図等価回路およびピン配置図等価回路およびピン配置図

Order Number LP339M for S.O. Package
See NS Package Number M14A

Order Number LP339N for Dual-In-Line Package
See NS Package Number N14A

代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション (V＋＝ 5.0 VDC)

Basic Comparator Driving CMOS

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。



2http://www.national.com

L
P

33
9

絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

その他の表面実装法についてはアプリケーションノート AN-450
“表面実装法と製品信頼性上における効果”を参照下さい。

電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 (V＋＝ 5 VDC、Note 5)

Note 1: 絶対最大定格とは、デバイスが損傷を受けない限度のことです。動作定格とは、デバイスは機能するが規定の性能限界値は保証されない条件のことで
す。

Note 2: LP339を高温環境で動作させる場合には、プリント基板上に実装され静止空気中で動作する ICに対し適用される最大接合部温度 TJ125℃と熱抵抗
θJA＝ 175℃ /W (LP339N)または 120℃ /W (LP339M)を用いて計算し定格を下げて使用して下さい。 IC全体の消費電力は、低バイアス電流であるこ
とと、出力の電圧・電流特性により出力段トランジスタが飽和すれば非常に小さく(PD≦ 100mW)抑えられます。

Note 3: 出力をV＋へ短絡させると過度の発熱と破壊を引き起こします。この出力電流の最大値は約 50mAです。

Note 4: このように大きな入力電流は、入力端子のいずれかに負電圧が印加された場合に発生します。これは入力段 PNPトランジスタのコレクタ・ベース接合が
順方向にバイアスされ入力クランプダイオードとして働くことによります。さらに、ICチップ上には寄生トランジスタ (横型 PNP)が発生します。このトランジス
タは、入力に負電圧が印加されている間、コンパレータ出力を V＋まで ( 入力のオーバドライブが大きな場合にはグラウンドまで ) 持ち上げます。この現
象は破壊ではなく、負である入力電圧が－ 0.3VDC (TA＝＋ 25℃ )より正方向に戻った時、正常な出力となります。

Note 5: 特記がない限りこれらの規格は V＋＝＋ 5VDC、0℃≦ TA ≦＋ 70℃で適用されます。この動作温度は、保証されていますが出荷時全数検査は行わ
れません。これらの項目は出荷品質レベルの算定には用いられません。

電源電圧 36 VDCまたは± 18 VDC

差動入力電圧 ± 36 VDC

入力電圧 － 0.3 VDC～ 36 VDC

定格消費電力 (Note 2)

モールドDIP 570 mW

グラウンドへの出力短絡時間 (Note 3) 連続

入力電流 (VIN＜－ 0.3 VDC ) (Note 4) 50 mA

動作温度範囲 0℃～＋ 70℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

リード温度

デュアル・イン・ラインパッケージ (ハンダ付け、10秒 )　260℃

SOパッケージ

ベーパ・フェーズ (60秒 ) 215℃

赤外線 (15秒 ) 220℃

Parameter Conditions Min Typ Max Units

Input Offset Voltage TA＝ 25℃ (Note 10) ± 2 ± 5 mVDC

Input Bias Current IIN(＋ ) or IIN(－ ) with the 2.5 25 nADC

Output in the Linear Range, TA＝ 25℃ (Note 6)

Input Offset Current IIN(＋ )－ IIN(－ ), TA＝ 25℃ ± 0.5 ± 5 nADC

Input Common TA＝ 25℃ (Note 7) 0 V＋－ 1.5 VDC

Mode Voltage Range

Supply Current RL＝ Infinite on all Comparators, TA＝ 25℃ 60 100 μADC

Voltage Gain VO＝ 1 VDC to 11 VDC, 500 V/mV

RL＝ 15 kΩ, V＋＝ 15 VDC, TA＝ 25℃

Large Signal VIN＝TTL Logic Swing, VREF＝ 1.4 VDC, 1.3 μSec

Response Time VRL＝ 5 VDC, RL＝ 5.1 kΩ, TA＝ 25℃

Response Time VRL＝ 5 VDC, RL＝ 5.1 kΩ, TA＝ 25℃ (Note 8) 8 μSec

Output Sink Current VIN(－ )＝ 1 VDC, VIN(＋ )＝ 0, VO＝ 2 VDC, 15 30 mADC

TA＝ 25℃ (Note 12)

VO＝ 0.4 VDC 0.20 0.70 mADC

Output Leakage Current VIN(＋ )＝ 1 VDC, VIN(－ )＝ 0, VO＝ 5 VDC, TA＝ 25℃ 0.1 nADC

Input Offset Voltage (Note 10) ± 9 mVDC

Input Offset Current IIN(＋ )－ IIN(－ ) ± 1 ± 15 nADC

Input Bias Current IIN(＋ ) or IIN(－ ) with Output in Linear Range 4 40 nADC

Input Common Single Supply 0 V＋－ 2.0 VDC

Mode Voltage Range

Output Sink Current VIN(－ )＝ 1 VDC, VIN(＋ )＝ 0, VO＝ 2 VDC 10 mADC

Output Leakage Current VIN(＋ )＝ 1 VDC, VIN(－ )＝ 0, VO＝ 30 VDC 1.0 μADC

Differential Input Voltage All VIN's≧ 0 VDC (or V－ on split supplies) (Note 9) 36 VDC
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電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 (V＋＝ 5 VDC、Note 5) (つづき )

Note 6: 入力段には PNPトランジスタを用いているため、入力電流の向きは IC から流れ出ます。この入力電流は出力の状態には関係なく本質的に一定である
ため、入力同相電圧範囲を越えない限り前段から見た負荷としての変動が、基準電圧源および入力配線で発生しません。

Note 7: 入力同相電圧またはどちらかの入力電圧が－ 0.3VDCより負電圧となることは許容されません。入力同相電圧 ( 最大値 )は V＋－ 1.5Vとなっています
が、どちらかの、または両方の入力には、損傷を与えることなく＋ 30VDCを印加することができます。

Note 8: 応答時間の測定条件は、100mVのステップ入力で 5mVだけオーバドライブします。オーバドライブの量が多ければ応答時間 1.3μsとすることも可能で
す。“代表的な性能特性”の Responseのグラフを参照下さい。

Note 9: 入力正電圧はゆらぎ等により電源電圧を越す可能性もありますが、一方の入力端子電圧が同相入力電圧範囲にある限りコンパレータは適切な出力状態
となります。入力端子には－ 0.3VDC以上の負電圧を印加してはなりません (負電源が使われている場合にはそれより0.3VDC以上低い電圧 ) (TA＝＋
25℃ )。

Note 10: 電源電圧 V＋＝ 5VDC、RS＝ 0Ωの時、出力変位点の VO＝ 1.4VDCよりのずれをオフセットとして測定します。この規格は入力同相電圧 (0VDC～
V＋－ 1.5VDC)全てに適用されます。

Note 11: 電源電圧 V＋を超える入力電圧が印加された時、影響を受けるのはそのコンパレータのみです。単一電源＋ 5V動作の場合には入力電圧の最大を 25V
とし、正電源電圧値を越えないよう全ての入力に電流制限抵抗を挿入して下さい。

Note 12: 出力のシンク電流値は出力電圧と一定の関係があります。LP339では、約 1.5VDC以上の出力電圧に対しダーリントン接続を介して大電流をシンクする
能力と、これより小さな電圧に対し小電流をシンクする能力の 2つを出力段に持たせています (“代表的な性能特性”のグラフと“アプリケーション・ヒ
ント”を参照下さい )。

代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性代表的な性能特性

Supply Current Input Current Output Sink Current

Output Sink Current Response Times for
Various Input
Overdrives ────
Negative Transition

Response Times for
Various Input
Overdrives ────
Positive Transition
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アプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒントアプリケーション・ヒント
使用しないコンパレータのすべてのピンは接地して下さい。

LP339の内部バイアス回路は、電源電圧 2VDC～ 30VDCの範
囲でその大きさには関係なく消費電流を設定しています。

電源ラインには通常バイパスコンデンサが不要です。

差動入力電圧は、ICを損傷することなくV＋より大きくすることが
できます。入力電圧が、－ 0.3VDC(25℃で )より負電圧にならな
いようにするための保護が必要です。入力のクランプダイオード
は、“代表的なアプリケーション”の回路で示したように使用でき
ます。

LP339の出力段は、2 つの異なる動作モード、すなわちダーリン
トンモードおよびエミッタ接地モードをもっています。LP339の独自
の駆動回路は、VO＝ 2VDCで 30mAをシンクし (ダーリントンモー
ド )または、VO＝ 0.4VDCで 700μAをシンクする (接地エミッタ
モード )ことができます。Figure 1は、LP339の出力段回路を単
純化したものです。

1

FIGURE 1.   

出力段は、ダーリントン接続 (Q3は無視 )により構成されているこ
とに注目して下さい。つまり、出力電圧が十分高く維持されれば
(VO≧ 1VDC)、Q1は飽和しないので、出力電流は Q1とQ2の
各βと I1 (および Q2のオン抵抗 RSAT 60Ω)の積によってのみ制
限されます。LP339は、超低消費電流の 60μA(代表値 )を維
持しながら、このモードで LED、リレー等を駆動できます。

トランジスタQ3を省略し、出力電圧がおよそ 0.8VDC以下に下が
るものとすれば、トランジスタ Q1 は飽和し出力電流値はゼロにま
で下がります。このため、この回路は電流負荷をグラウンド (また
は負電源 )まで下げるための小電流を流す力がありません。この
ような時、トランジスタQ3はトランジスタQ1を迂回し直接、Q2の
ベースに電流 I1 を流します。これにより出力のシンク電流は Q2
のβの約 I1倍 (VO＝ 0.4VDCにて 700μA)となります。このよう
に LP339の出力は 2つの電流特性モードを示し、両者の変位点
はスムーズです (“代表的な性能特性”にある Output Sink
Currentの 2つのグラフを比較参照下さい )。

ここでは LP339 の出力が一種のオープンコレクタとなっていること
にも注目すべきです。このため複数の出力の OR 機能を得るた
め、コレクタ同士を直接接続することが可能です。出力はプルアッ
プ抵抗を介して電源電圧の規定電圧内 (36V以下 )ならいくらで
も接続でき、このプルアップ電圧はこの IC の V＋端子に供給さ
れている電源電圧値により制限されません。
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代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション (V＋＝ 15 VDC)

One-Shot Multivibrator

Time-Delay Generator
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代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション (V＋＝ 15 VDC)（つづき）

ORing the Outputs

Squarewave Oscillator
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代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション (V＋＝ 15 VDC)（つづき）

Three Level Audio Peak Indicator

LED Driver

Pulse Generator



8http://www.national.com

L
P

33
9

代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション (V＋＝ 15 VDC)（つづき）

Bi-Stable Multivibrator

Relay Driver

Buzzer Driver Comparator With 60 mA Sink Capability
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代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション (V＋＝ 15 VDC)（つづき）

Non-Inverting Comparator with Hysteresis Inverting Comparator with Hysteresis

Transducer Amplifier Zero Crossing Detector (Single Power Supply)

Comparing Input Voltages
of Opposite Polarity

Basic Comparator Output Strobing
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代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション代表的なアプリケーション (V＋＝ 15 VDC)（つづき）

Split-Supply Applications
Zero Crossing Detector

Comparator With a Negative Reference
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外形寸法図外形寸法図外形寸法図外形寸法図 特記のない限りinches(millimeters)

S.O. Package (M)
Order Number LP339M or LP339MX

NS Package M14A

Molded Dual-In-Line Package (N)
Order Number LP339N

NS Package Number N14A
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生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル�

ナショナルナショナルナショナルナショナルセミコンダクターセミコンダクターセミコンダクターセミコンダクタージャパン株式会社ジャパン株式会社ジャパン株式会社ジャパン株式会社
本社／〒本社／〒本社／〒本社／〒 135-0042 東京都江東区木場東京都江東区木場東京都江東区木場東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

http://www.national.com/JPN/

その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用下さい。

0120-666-116



IMPORTANT NOTICE 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF004e00530020004400610074006100730068006500650074002075280020ff0800480069006700680020005100750061006c006900740079ff09>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




